第11課　さばきのあとにくる祝福の約束　創９：１～２９
試み、患難、苦難、災いなどには必ず神様の良い計画があるので、信仰の中で勝てば神様の祝福を受けるようになり、神様のみこころを知るようになります。すべての苦しみの中には神様の計画が隠されており、試みの後には神様の祝福が待っています。それゆえ、時代的な患難には神様の大きい計画があるのです。
１．サタン、偶像礼拝、暴虐の罪から解放されたノアの子孫に神様は大きい祝福をくださいました
（１）1節：祝福してー「生めよ、増えよ、地に満ちよ」と言われました
（２）2節：権威を与えー動物を支配するように言われました
（３）4～7節：血のあるまま食べることを禁止しながら、万物を支配するように言われました
２．ノアとその子孫に永遠な契約を与えられました（創９：８～１３）
（１）ノアとその家族、子孫に約束をくださいました
（２）箱舟の中から出たすべての動物に祝福をくださいました（創９：１０）
（３）虹の契約を立てられました（創９：１１～１７）
　　　①洪水のさばきは二度とないと約束されました（創９：１１）
　　　②代々永遠にわたって立てる契約であると言われました（創９：１２）
　　　　＊イエス（箱舟）の中にいる者
　　　③虹の契約―神様とこの世との契約です（創９：１３）
　　　④虹の契約の意味―自然の統治者
　　　　　　　　　　　―子孫がいつも忘れてはならない契約
３．ノアの失敗とハムのより大きな失敗（創９：２０～２９）
　（１）ノアの失敗（創９：２０～２１）
　　　　①農業　　　　　　　　　　②ぶどう酒
　　　　③酔い　　　　　　　　　　④裸になる
　（２）ハムのより大きな失敗（創９：２２）
　　　　①父の裸を見る　　　　　　②外にいた
　　　　③兄弟に告げる　　　　　　④のろわれる（創９：２５）
　　　　⑤理由　　　　　　
　（３）セムとヤペテの祝福（創９：２３）
　　　　①うしろ向きに歩く　　　　②恥をおおう
　　　　③Ⅰペテロ３：８～１２
